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緒 言

Heinz小 体 は1890年Heinz, R.に 依 り, Phenlhy

drszin及 びその誘 導体 の血液に対する作 用を 研 究

中犬及び家兎 に注射 して, 24時 間後にその赤 血球 に

現われ る顆粒 に対 して命 名された もので,爾 来 多数

の研究があり,本 小体 を含有す るごとから赤 血球の

寿命乃至老若を判定 しようと試み るもの,本 小体を

生理的な赤血球作用機構の研究上に利用 しよ うとす

るもの,各 種薬物乃至毒物中毒の際 出現す ることよ

り職業衛生的立場よ り研究す るもの,或 いは本小体

が赤血球 に出現す る基準若 しくは出現 し易い準備状

態とな る様な基準を求 めて,薬 品の毒性判定 に利用

するもの等多方面 に 亘 つ て い る.然 しその本態に

就いては尚各 研 究 者 に依 り異 論 が 多 く,例 えば

Hartwich, W.は 鉄 と蛋白質及 びLipoid物 質等よ

り成るといい, Kunkel, H.は 変性Histonや 蛋白

部分と結合 したDiamidophoephatidとCholesterin

及び血色素誘導体 から成 る と し, Warhurg, O.等

は変性globin, Heubner, S. H.は 赤 血球原形質よ

り生 じて若干の血色素の酸化的変性処 置に依 り赤血

球内にCholeglobinが 形成 され る過程 で, Biliverdin

が遊離 し更 にglobinの 変 性 に伴つて生成 され るで

あろ うと変 性globin説 を主 張 し, Kiese, M. &

 Seipelt, L.は 赤 血球膜か ら生ず る変性蛋白であ る

とし,青 木 は赤 血球膜蛋白の酸化 的変性物であると

し,教 室 中土井 は血色素 に対 す るl-aecorbin酸 と

分子 酸 素との協同作用の結 果によりHeinz小 体 は

形成 され ると主 張 してい る.

処で胆汁色素への血色 素の分解に際 し,教 室永井

に依れば反応開始時血 色 素globinは 健 全であ るこ

とが要求 されるが,教 室の正岡 と人見及び長島等 は

Choleglobin段 階への分解に 先 立 ちgldb inは 変性

す るといい,長 島はその変性は過酸化水素による変

性 乃 至 は これ と類 似 の 過程 で あ る と して い る.従 つ

て 若 しWarburg, O.及 びLemberg, R. & Legge,

 J. W.等 の主 張 す る様 にHeinz小 体 がglobin変

性 物 質 で あ るな らば,こ れ は赤 血球 内で血 色素 が 胆

汁 色素 に分解 し而 もそ の過 程 に生 ず る中間 産 物 と関

連が あ る もの と考 え ね ばな らない.扨 て胆 汁 色素 え

の赤 血 球 内血 色 素分 解 過程 に生 ず るCholeglobinと

の関 係 か らHeinz小 体 の 本 態 糾明 の 目的 を 以つ て

染 色 性 に就 い て検 討 した.

本小 体 の 染 色法 と して 最 初Heinz, R.は0.6%

食 塩 水methylviolett飽 和 溶液 の超 生 体 染 色法 を選

びEhrlich, P.はTriacidの 固 定染 色 法 が よい と

言 つ て い る.そ の 後 超 生 体 染 色 法 に 就 い て は

Friedatein, D.が 各 種 の塩 基 性 色 素 に よ るHeinz

小 体 の生 体 染 色個 性 を 調べ てNilblau sulfatの アル

コー ル溶 液 が最 も よい と述 べ て い る.一 般 に は この

溶液 をslide glassの 上 に薄 くひ き, 1滴 の 血 液を

cover glassで 覆 つ て観 察 す ると 言 うPappenheim-

Schilling民 法 が 行 わ れ て い る.又,そ の外 超 生 体

染 色法 に はGutstein, M. and Wallbach, G.の 色

素の 水 溶 液(1/2～1%)と 血 液 と を混 合 してs1ide

及 びcover glassの 間 で 観 察 す る 方 法 が あ る.

 Webeter, S. H, Liljegren, E. L. & Zimmer, D.

 J.及 び青 木 等 はMethylviolettとGentianaviolett

の 方 がNilblau sulfatよ りす ぐれ て い る と述 べて

い る.然 し 試 験 管 内 実 験 に依 り家 兎赤 血 球 に塩 酸

Phenylhydrazinを 添加 し保 温器 中 で37℃ に保 ち

経 時 的 に赤 血球 内Heinz小 体 出現 率 を塩 基 性色 素

21種 類 を 用 い た超 生 体 染 色 法,即 ちPappenheim

 Schilling氏 法 及 びGutstein, M. and Wallbacb,

 G.氏 法 に依 り検 討 を加 え て み る とFriedatein及

びWebeter等 の報 告 した塩 基 性 色 素 の 外 にKris

tallviolett, Viktoriablau, Methplgrun等 が 著 明

な染 色 性 を示 す.即 ち これ らの 色 素 は何 れ も塩 基 性
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色 素 の 中で もTriphenylmethan及 びDiphenylna-

phtylmethan色 素 即 ちTriarylmethan色 素 の 中

のTriamino化 合 物 に 属 す る もの で あ る.故 に今

後Friedstein, D., Webster. S. H, Liljegren, E.

 L. & Zimmer, D. J.,青 木 等 の 報告 はTriarylme

than色 素 中 のTriamino化 合物 と訂 正せ られ るべ き

で あ る.尚, Heinz小 体 出現 染 色 率最 高 に達 す るの

は大 体5～6時 間 位 で あ るが,こ れ は先 に教 室 中土

井 のHeinz小 体 生 成 実 験 の 結果 と略 々一 致 して い

る.

次 に超 生 体 染 色法 と同 一 条件 に於 いて, Heinz小

体 の 染 色 率 が最 高 に達 したMethanol, Farmalingae,

 Acetoa, Carony液,火 焔 等 で蛋 白 質の 変 性 を 起 さ

せ る操 作 を 試 み た後 塩 基 性 色素 及 び 酸性 色 素 を 用 い

て 染 色 して み ると,塩 基 性色 素 で は超 生 体 色 索 に比

し, Heinz小 体 の 染 色 性 及 び染 色 度 が悪 い が 矢張 り

Triarylmethan色 素 の 中 のTriamino化 合 物 に属

す る色 素 の 比 較 的親 和 性 が 強 い.然 し酸 性 色 素 では

Aceton, Carony固 定 に於 いて 特 に染 色性 反 び 染色 度

が よ い.他 の 操作 で は 蛋 白変 性 の 程度 が軽 い た め に,

染 色 性及 び 染 色度 が悪 か つ た ので は な いか と考 え る

が, Ehrlich; P.等 はHeinz小 体 はAlkohol固 定

後 は その 染 色 性 を変 じ塩 基 性 色素 よ りも酸 性 色素 に

好染 す る と 言 う がHeinz小 体 に てMethanol以

外 のFormalingae, Aceton, Carony液,火 焔 等 に

よ り蛋 白 を変 性 させ 固 定 し て み る とEhrlich, P.

の言 うAlkoholの 場 合 と同様 の 変 化 を示 した.

次 に尿 素Sodium salicylate, Sodium stearate,等

の 蛋 白変 性 剤 を使 用 して 実 験 を試 み た が,そ れ ら蛋

白変 性 剤 の 水 溶液 を加 え ると滲 透圧 の加 減 と思考 せ

られ たが,何 れ の 濃 度 に 於 いて も直 ち に赤 血球 の

Stromaが 破 壊 されて 赤 血 球 浮 游液 は暗 黒赤 色 よ り

暗褐 色 とな り,何 れ も非 常 に粘 張 度 が増 加 し凝塊 状

と な る.こ れ を検 鏡 す ると何 れ も赤 血球 は破 壊 され

て いて 原 形 を止 めず,破 壊 された赤 血球 の 組 織片 が

浮游 して い る.然 しこれ ら蛋 白変 性 剤の 生 理 的食 塩

水溶 液 を 混 合 す る と赤 血球 浮 游液 の 色調 には 変化 が

認 め られ ず,検 鏡 す る と破 壊 され な い正 常 形赤 血 球

が浮 游 して い る の を 認 め る.こ の 反 応 赤 面 球 に

就 きGutstein, M. & Wallbacb, G.の 方 法 に て

Methylviolett 0.6%食 塩 水飽 和 液 を 用 いて赤 血球 の

形 態 学 的 変 化 を経 時 的 に追 及 し検 討 を加 え て み る と,

蛋 白 変 性剤 のMol濃 度 に正 比 例 し て, Phenylhy

draain作 用 時 よ り も小 さ いMethylviolett好 染 性

の 微 細 斑点 状 小 顆 粒 が赤 血 球 辺縁 に多 数表 わ れて 来

る.こ れを時間的 に追及す るとそれはあたかも赤血

球表皮が小 さく損傷剥離 された様な感あり,発 育も

徐 々で一定度迄で以後は発 育を停止す る様である,

これはHeinz, R.及 びEhrlich, P.が 最 初 にと

なえた毒物作用の作用 した赤血球の部分壊疽との観

念 と一致 し,青 木のKiese, M. & Seipelt, L等 の

考え方 とも一致す るが, Phenylhydrazinの それは

教室中土井の言え る如 き赤血球 周辺部 より突起状に

常に発育 を続け,遂 には脱出遊離 して しまう観念と

は全然相違 している.然 し蛋白変性剤によつて生ず

るHeinz小 体 様 物 質 は尿 素 によるものが最少で

Phenylhydrazinに よ り生 じたHeinz小 体の1/3

～1/4位 の 大 き さ に認 め られ,次 に 大 きいのが

Sodium etearateに よるものでSodium salicylateに

よ る もの がPhenylhydrazinに より生 じたHeina

小体 に最 も近 い大 きさを示 した.こ の蛋白変性剤を

用いて赤血球にHeinz小 体 様物質を生ぜ しめる至

適濃度は 尿 素80～100mol, Sodium stearate及 び

Sodium salicylateは1mol濃 度であつた.

これ ら蛋白変性剤反応赤 血球 でMethanol, For

malingas, Aceton, Carony及 び 火焔固定標本を作

製 し塩基性及び酸性色素 で染 色 す るとPhenylhp

drazinに て 実 験 した成績 と岡様の結果を示 した,

先 に教室中土井が赤 血 球 にl-ascarbin酸 と分子酸

素を作用 させて得 たHeinz小 体 は著者の得た蛋白

質変性剤使用時のそれと同様小顆粒で赤血球膜を通

過 したそれが自酸化を起 し, Heinz小 体を形成 した

と考えたが,こ れ らの蛋 白変性剤の場合はそれ自身

が直接赤血球 に作用 してFleinz小 体 を 形成 した事

か ら赤血球 膜それ 自体への影響を考慮しなければな

らない.そ れ故尿素の作 用を観察す る自的を以つて,

洗滌家兎赤 血球 にPhenylhydrazinを 添加 し37℃

の孵卵器内に静置 した もの と,更 にそれに尿素を添

加 して作用 させ たもの とをそれ ぞ れMethyiviolett

超生体染 色 法 に よ り,経 時的に赤血球内のHeinz

小体数を計算す ることに依つ て 比 較 す ると,尿 素

単独 の 時 よ りは 大 き いHeinz小 体が出現 したが

Phenylhydrazin単 独 作用時 より特 に有意の差は認

め られなかつた,又, Stroma,血 色素, Choleglobin

等 に於いて も尿素によ りHeinz小 体 数及び染色度

の増加は認 められなかつ たが唯酸性色素による超生

体染色について比較す ると蛋白の変性による色調の

変化を認めたのみであつ た.そ の蛋 白の変性による

染色性の変化は反応開始後3時 間目位の時から殊に

著明 とな る.更 に赤 血球 をStromaと 血色素とに分
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離 し,先 ずStromaにPhenylhgdrasinを37℃ の

孵卵器内にて作用せ しめ,更 に対照と して尿素を添

加 したものを, Methylciolett及 びTrypanblauの

超生体染色法によ り比 較 す る と, Phenylhydrazin

加Stromaに は反応開始後30分 に して既に淡青色の

小顆粒を認 め始め る.そ の大 きさは,赤 血球に出来

るHeinz小 体の1/6～1/7位 で,尿 素を使用 した場

合に発生 するものの1/2～1/4位 の大 きさで,反 応開

始後3時 間で著明なMethylviolett好 染性の青色小

斑点 として認め られ るが, Heinz小 体 と異 なりその

発育性が認め られず経時的に観察 して も突起状の隆

超や. Stromaよ り浮游す る様な現象は認め られず,

真の意味のSeinz小 体 とは異つたHeinz小 体様物

質と思考す るが,固 定標本を作製 すると酸性色素に

より好染姓を示 した.尚,尿 素 は, Stromaの 透過

性は亢めなかつたが,表 在 性に作用 してHeinz小

体様物質の染色性を変化 させ る.即 ち蛋白変性作用

を示 し,そ れも反応開始後3時 間 図頃 より著明とな

つた.

更に血色素に就 きStromaと 同様の条骨で実験を

行つてみ ると,反 応30分 に して既 にMethylviolett

好染性の濃青色の円形或いは不 整形の小顆粒 を認め,

 1時 間に して既 に多数の沈澱物 を試験管底 に認め る.

これはMethylviolettの 好染性 は変 らないが,尿 素

により変性を起 させて超生体染色を行 うとMethyl

violett及びTrypanblauに 対 する態度は3時 間 目

頃より次第に変化 して 来 て, Methylviolettに 難染

しTrygsnblauに 好染性を示 して来 る.

次に血色素を教室荒木の方法によ り, Choleglobin

A及 びBに 分類 し更に血色素 に於け ると同様の実験

を試み ると,血 色 素 に 於 け る と 同様 の小 顆粒を

Choleglobin Bに 於いて認め且 つMethylviolett及

びTrypanblau及 び尿素に対する態度等は何れ も同

様であつた. Choleglobin Aは 緑褐色透明 な液体に

して全 く染色性を示 さなかつた.

実 験 の 部

1.被 検赤血球の調製法

体重凡そ2kg以 上の成熟 家兎の 心臓穿刺 により,

滅 菌注射器に採 取 した10～20ccの 血液を,小 硝子

球 を入れたる滅菌 「ビーカー 」に直 ちに入 れ,充 分

に振盪 し,脱 繊維素血液を得,更 に滅菌生 理食塩水

を2～3倍 の割合に加え充分 混和 し, 1分 間3,000

回転10分 間遠心沈澱器にて 洗滌す ること3回 の後全

然血清蛋白の影響を受けない洗滌家兎赤血球 を調製

した.

2.血 液 毒

M/20 Pheuylhydrazin生 理 食 塩 水 溶液,

1～100Mol各 種 濃 度 の 尿 素 水溶 液,及 び生 理 食

塩 水 液,

0.5～1MolのSodium salicylate生 理 食 塩 水溶 液

0.5～1MolのSodium stearate生 理 食 塩 水 溶液

を使 用 した.尚,こ の 溶 液 は 毎 度 使 用 前 に調 製 し

た.

3.染 色 液

超 生 体 染 色 法 に は原 法 に 從 い, Methylviolett飽

和0.6%食 塩 水 溶液 を 用 い た.そ の 外1%各 種 塩基

性 色 素0.6%食 塩 水 溶 液,及 び アル コー ル溶 液 を使

用 し,固 定 標本 調 製 の た め には 各種 酸 性 色素 溶 液及

び ア ル コール 溶 液を 使 用 した.

4.乾 燥 標本 固定 法

Methanol, Aceton, Formalingas, Carony液,

火 焔 等 を 使 用す る.

5. Choleglobin調 製 法

「1」 の被 検 赤血 球 を 更 に等 量 の蒸 溜水 にて,完

全 に溶 血 させ,こ れを 再 三遠 心 沈 澱 して 上清 を採 り,

これ に 就 きaether抽 出 を 繰 返 し て,充 分Lipoid

脂 肪 を 除 去 し,斯 くして 得 られ た 血 色 素 溶 液5cc

に就 き, l-ascorbin酸 結 晶100mgを10ccの 蒸 溜

水 に溶 か しN/10苛 性 曹 達4.5ccで 中和 した もの

と, pH 7.0M/15 Soerenaen燐 酸 塩 緩衝 液 とを加

えて 混 和 後, 37℃ の 孵 卵 器 中に 一昼 夜 静 置 した も

の を遠 心 沈澱 させ て得 た上清 をCholeglobin A,沈

渣 をCholeglobin Bと した.

6. Stroma調 製 法

Parpart氏 法 に依 る.

7. Heinz小 体 算 定 法

被 検 液 中の 赤 血球200個 を算 定 中 に見 出 した赤 血

球 内のHeinz小 体 の 数 を%を 以 つて 表 わ した.又

染 色度 は そ の染 色 の 良否 の 程度 に よ り決 定 した,染

色性 はそ の染 色 液 の色 調 を記 載 した.

8.家 兎赤 血 球 に塩 酸Phenplhpdrazinを 添加 後

の 試験 管内 実 験

被 検 赤 面球 は洗 滌 家兎 赤 血 球1ccにM/20塩 酸

Phenylhydrazin生 理 食 塩 水 溶 液1ccを 加 え37℃

の 孵卵 器 内 に静 置 した もの を 使 用 した. Gutstein,

 M. and Wallbach, G氏 法 に よ り経 時 的 にHeinz

小体 染 色率 を追 及 す ると第1表 の 如 き 結 果 を 得 た.

Papenheim-Schilling氏 法 によ り経 時 的 にHeinz

小体 染 色率 を追 及 す ると第2表 の如 き成 績 を 得 た.
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第1表　 Heinz小 体 染 色 率

(塩基性色素0.6%食 塩水溶液)

第2表　 Heinz小 体 染 色 率

(塩 基 性 色 素 無水 ア ル コー ル 溶液)
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超 生 体 染 色法 に よ りTieinz小 体 染 色 率が 最 高 に

達 す る. 5時 間 目 のPhenylhdrazin加 家兎 赤 血 球

に就 き, Methanol, Formalingas, Aceton, Carony,

火 焔 にて 固 定 標本 を作 製 し,塩 基 性 及 び酸性 色 素 に

て そ れぞ れ 染 色 した る もの の,染 色性 及 び染 色度 を

観 察 す ると そ の 成 績 は 第3表,第4表 の通 りで あ

る.

9.家 兎 赤 血球 に尿 素 溶液 を添 加 後 の 試 験 管 内

実 験

各 種Mol濃 度 の尿 素 生 理食 塩 水 溶 液を 作 製 して,

その1ccと 洗滌 家 兎赤 血 球1ccを 添 加 して, 37℃

の孵 卵 器 内 に静 置 し, Gutatein, M. and Wallbach,

 G.氏 法 及 びPappenheim-Schilling氏 法 に よ り経 時

的 にHeinz小 体 染 色 率 をMethylviolett染 色 に よ

第3表　 Heinz小 体 染 色 性 及 び 染 色 度

(塩 基 性 色 素)(固 定 標 本)

第4表　 Heinz小 体 染 色 性 及 染 色 度

(酸 性 色 素)(固 定 標 本)
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第5表　 尿 素 生 理 食塩 水溶 液 に 依 るHeinz

小 体検 出率

(Methylviolett 0.6%　 NaCl Loeg)

尿 素 生理 食塩 水 溶 液 に依 るHeiuz小 体 検 出率

(Methylviolett alkahallosung)

り追及す ると,そ の成績は第5表 の通りで ある.

尚尿素水溶液 により同様の実験をすると,そ の成

績は第6表 の通 りであ るが,赤 血球膜 は速やかに破

壊せ られて,高Mol濃 度 溶液の もの程時間の経 過

に正比例 して,赤 血球の変化がはげ し くHeinz小

体の観察が難 しくな る.

超生体染 色法 によりHeinz小 体 染色率が最高に

達す る3～5時 間 農頃 の100Mol尿 素生理食塩水

溶液加家兎赤血球に就きMethano1, Formalingae,

 Aceton, Carony,火 焔 等 に て 固定標本を作製 し,

塩基 性及 び酸性色素にてそれぞれ染 色 した ものの,

染色性及 び染色度を観察す ると,そ の成績は第7表,

第8表 の通 りであ る.

次 に洗滌 家 兎 赤 血 球1ccM/20 Phenylhydrazin

生理食塩水 溶 液1ccを 添加 し37℃ の孵卵器内に

静 置 したもの と,更 に それ に100Mol尿 素生理食

塩水溶液1cc添 加 した ものをそれぞれMethylvio

lett超 生 体 染 色法にて経時的 に赤血球 内のHeinz

小体 数を計算 してみ ると,そ の成績は第9表 の通 り

第6表　 尿 素 水 溶 液 に 依 るHeiae小 体 検

出 率

(Methylvieiett 0.6% NaCl Loag)

尿 素水 溶 液 に 依 るHeine小 体 検出 率

(1% Methylniolett alkohollosung)

で あ る.

更 にM/20 Phenylhydrazin 1cc 37℃ に て 反 応

させ た 洗滌 家 兎 赤 血球1ccと 更 に そ れ に100Mol

尿 素 生 理食 塩 水 溶 液1ccを 添 加 した もの とに就て

夫 々Methylviolett, Kristallviolett及 びEosin,

 Trypanblanに て 超 生 体 染 色 を実 施 して 経 時的 に赤

血 球 及 びHeinz小 体 の 態 度 を 観 察す ると,第10表

の 様 な成 績 を得 た.

10.家 兎 赤 血球 にSod. salicylate溶 液 を 添 加後

の 試 験 管 内実 験

Sod. salicylate生 理 食 塩 水 溶 液 の0.5～1Mol

濃 度 の もの を 調 製 し,そ の1ccと 洗 滌 家兎 赤血球

1ccと を 添 加 し て, 37℃ の孵 卵 器 内 に 静置 し,

 Gutstein, M. and Wallbach, G.氏 法 及 び,

 Pappenheim-Schilling氏 法 に よ り経 時 的 にHeinz

小 体 染 色 率 をMethykviolett染 色 に よ り 追及す る

と,そ の成 績 は第11表 の 通 りで あ る.
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第7表　 Heinz小 体染色性及び染色度(尿 素使用)(塩
基 性 色 素)(固 定 標 本)

第8表　 Heinz小 体染色性及び染色度(尿 素使用)
(酸 性 色 素)(固 定 標 本)

第9表　 赤 血 球 内 のHeinz小 体 数(
Methplvlolett超 生 体 染 色)



256 金 原 正 士

第10表　 赤 血 球 に 就 て の 実 験(超 生体 染色法)

第11表　 Sod salicylateに よる実 験(超 生 体 染 色 法)
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超生 体 染 色 法 に よ りHeinz小 体 染 色 率 最 高 に達

す る3～5時 間 巨頃 のSod. sa2icylate加 家兎 赤 血

球 にご就iきMethanol, Formalingae, Aceton, Carony,

火焔 等に て 固定 標 本 を作 製 し,塩 基性 及 び酸 性 色素

にて夫 々染 色 した もの の,染 色 性 及 び染 色 度 を観 察

す ると その成 績 は第12表,第13表 の通 りで あ る.

11.家 兎赤 血 球 にSod. etearate溶 液 を添 加 後 の

試 験 管内 実験

Sod. stearate生 理 食塩 水 溶液 の0.5～1Mol濃 度

の もの を 作製 し, Sod. ealicylateの 場 合 と 同 様の

第12表　 Heinz小 体 の 染 色 性 及 び 染 色 度

(塩 基 性 色 素)(固 定 標 本)
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第13表　 Heinz小 体 の 染 色 性 及 び 染 色 度

(酸 性 色 素)(固 定 標 本)

第14表　 Sod. stearateに よ る 実 験(超 生 体染 色 法)

方 法 で 追 及 す る と,そ の 成 績 は 第14表 の 通 りで あ

る.

尚固 定 標 本 もSod. salicylateの 場合 と岡 様の 方

法で実験すると,そ の成績は第15表,第16表 の通り

である.
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第15表　 Heinz小 体 の 染 色 性 及 び 染 色 度

(塩 基 性 色 素)(固 定 標 本)

第16表　 Heinz小 体 の 染 色 性 及 び 染 色 度

(酸 性 色 素)(固 定 標 本)

12. Stromaに 塩 酸Phenglhgdrazin添 加 後 の 試

験 管 内 実験

Parpart氏 法 に よ り家 兎 血 液か ら分 類 したStroma

を生 理食 塩 水溶液 に約50%に 浮 游 させ た 液2ccに

M/20　 Phenylhydrazin生 理 食 塩 水 溶 液1ccを 添 加

して, 37℃ の 孵卵 器 内 に静 置 した も の と,更 に そ

れ に100Mol尿 素生 理 食 塩 水 溶 液1ccを 添 加 した

もの と を 夫 々Methylviolett及 びTrypaublau超

生 体染 色 に よ り経 時 的 に, Heinz小 体染 色 状 態 を観

察 す ると,そ の成 績 は 第17.表 の 通 りで あ る.

尚超 生 体染 色法 に よ りHeinz小 体 染 色率 最 高 に

達 す る3～5時 間 目 頃 の 塩 酸Phenylhydrazin加

Stromaに 就 き, Methanol, Formalingae, Aceton,

 Carony,火 焔 等 にて 固 定 標 本 を 作 製 し,各 種 塩 基
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第17表　 Stromaに 就 き 実 験(超 生体 染色)

第18表　 Heinz小 体 の 染 色 性 及 び 染 色 度(固 定標本
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第19表　 Eeinz小 体 の 染 色 性 及 び 染 色 度(固 定標本)

性及び酸性色素にて夫 々染色 したものの染色性及 び

染色度を観察す ると,そ の成績 は第18表 及び第19表

の通りである.

13.血 色素溶液に塩酸Phenylhydrazinを 添加後

の試験管内実験

Choleglobin調 製 中に得 られ る濃 度10g%の 血

色 素 溶 液2ccにM/20 Phenylhydrazin生 理 食 塩

水 溶液2ccを 添 加 し, 37℃ の 孵卵 器 内 に静 置 した

もの と,更 に そ れ に100Mol尿 素生 理 食 塩 水溶 液

2ccを 添 加 した もの と を 夫 々Methylviolett及 び

Trypanblau超 生 体 染 色法 に よ り,経 時 的 に観 察 す

ると その 成 績 は第20表 の通 りで あ る.

第20表　 血 色 素 溶 液 に 就 て の 実 験

更 に超生体染色法により血色素溶液の染色度が最

高に達す る3～5時 間 日頃の 塩 酸Phenylhydrazin

加血色 素溶 液 に 就 き, Methanol, Formalingae,

 Aceton, Carony,火 焔等によ り固定標本を作製 し各

種塩基性及び酸性 色素 にて夫 々染色 したものの,染

色性及 び染色度 を観察す ると,そ の成績 は第21表 及

び第22表 の通 りで ある.

14. Choleglobinに 塩 酸Phenylhydrazinを 添加

後 の 試 験 管内 実 験

教 室荒 木 の 方 法 に よ りCholeglobin A及 びBを

作 製 し,血 色 素 溶液 に於 け る と同様 の 方法 で,夫 々

超生 体 染 色 及 び固 定 標本 を調製 して 観 察す る と,そ

の 成 績 は 第23表,第24表,第25表 の 通 りで あ る.

尚Choleglobin Aは 全 然 染 色 性 を 示 さ な か つ

た.
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第22表　 血 色 素 の 染 色 性 及 び 染 色 度(固 定標本)

第23表　 Choleglobin Bに 就 て の 実 験(超 生 体 染 色 法)

第25表　 Choleglobin Bの 染 色 性 及 び 染 色 度(固 定 標 本)
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結 論

Heinz小 体 の本 態 を糾 明 す る手 段 と して,そ の染

色性 に検 討 を加 え,次 の結 果 を 得 た.

1.試 験管 内 で 家兎 赤 血 球 に 塩 酸Pheaplhpdra

zinを 添 加 して生 成 し たHeinz小 体 を 塩 基性 色素

21種 類 を 以て超 生 体 染 色 して み ると, Friedstein及

びWebeterら の 報 告 し た 塩 基 性 色 素 の 外 に,

 Krisrallviulett, Viktoriablau, Methylgriinが 著

明 な染 色性 を 示 し た.即 ちHeinz小 体 を超 生体 染

色 しう る色素 はTriarylmethan色 素 中のTriamino

化合 物 で あ る.

2.上 記 のHeinz小 体 をMethanol, Formalin

gas, Aceton, Carony液,火 焔 等 で 変 性 させ た後

の 染色 状 態 をみ る と,染 色性 及 び染 色度 は悪 くな る

が,間 様 にTriarglmethan色 素 中のTriamino化

合 物 が比 較 的 に よ く染 色 す る.然 し酸 性 色 素 で は

Aceton, Carony固 定 に お いて 特 に染 色 性 及 び染 色

度 が よい.

3.尿 素, Sodium solieylate, Sodium etearate

の生理 的食塩 水 溶 液 を 赤 血球 浮 游 液 に作 用 させ ると,

そのMol濃 度 に正 比 例 し てPhenylhydrazin作 用

時 よ り も小 さいMethylviolett染 色性 の微 細斑 点 状

小顆 粒 を赤 血 球辺 縁 に生 ず る.こ の小 顆 粒 の染 色 性

はHeinz小 体 の 場 合 と同 一 で あ り,又2)と 同 様

の変性後 の染 色性 も同 一 で あ つ た.本 小 顆 粒 の 発 育

は徐 々で 一 定度 迄 で,以 後 発育 しな い.而 もそ の生

成 至適濃 度 は 尿 素80～100Mol, Sodium atearate

及 びSodium salicylateは1 Mo1濃 度 で あ る.

4.家 兎 赤 血球 にPhenylhydrazinを 作 用 し,更

に尿素 を 作 用 させ た場 合 のHeinz小 体 はPhenyl

hydraxin単 独 投 与 の場 合 と有意 の差 がみ られ な か

つ た.

5. StromaにPhenylhydrasinを 作 用 させ た場

合 も尿 素 を 作 用 させ た 場合 も小 顆粒 を生 ず るが,真

の意 味 のSeinz小 体 とは異 るが,染 色 性 は略 々一

致 した.

6.血 色 素 にPhenplhydrazinを 作 用 さ せ る と

Eeinz小 体 に一 致 す る小 顆 粒 を認 め,尿 素 を加 え る

と新 な顆 粒 は生 じな い が,小 顆 粒 の染 色性 が 変 化 し,

 Methylviolettに 難 染 し, Trypanblauに 好 染 性 を

示 す.

7. Choleglobin Bは 上 記Heinz小 体 と 同 一

の染 色 性 を示 し,尿 素 に よ り 染 色性 を変 化 す る.

 Choleglobin Aに は その 作 用 はな い.

8.以 上 に よ りHeinz小 体 の 本 態 は 血 色 素 の

Globinに 由 来 す る もの で, Stromaの 変 性 に よ り生

ず る との説 は近 似物 質 を 認 めた 結 果 に由 るもの で,

真 のHeinz小 体 とは異 る もので あ る.
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Studies on Heinz's Body

Part I Etiology of Heinz's Body in View from its Staining.

By

Masashi Kanahara

The 1st. Department of Internal Medicine, Okayama University, Medical School

(Director: Prof. K. Kosaka)

Investigating the mechanism of Heinz's Bodies' staining attitudes for the purpose of 
clearifiyng the etiology of Heinz's Body, the following results were obtained.

1. Heinz's Bodies were produced in test tubes after adding hydrochloric phenylydrazin 
to rabbit erythrocytes. In the supravital staining the Heinz's Bodies with twenty -one 

basic dyestuffs, not only the basic dyes reported by Friedstein and Webster but marked
 stainings with crystal violette, victorian blue and methyl green were observed.

2. Observing conditions of these Heinz's Bodies, after the fixations with such as 

methanol, formalin-gas, action, Carony's solution or flames, Triamino Compounds in Triaryl
methan, dyes were relatively well stained, the stainings in general were not so good. How

ever, the staining with acid dyestuffs were ex-cellent especially after the fixation with 
aceton and Carony's solution.

3. On adding the saline solutions containing sodium salicylate, sodium stearate or urea
 to the rabbit erythrocytes suspension, fein speckled granules smaller than those with phenyl

hydrazin, well stained by methyl violett, were observed in the peripheral areas of the 
erythrocytes, in proportion to the Mol concentration of these chemicals. The staininga of 

Heinz's Body and so were the stainings after the fixations, The granules grew up slowly 
until maximum size, when no more growth was observed. The optimum concentrations for 

the growth of the grnules were go to 100mol urea, 1mol of Sodium stearate or 1mol of 
sodium salicylate.

4. In producing Heinz's Bodies no significant difference was noted between the two 
methods, adding urea after phenyihydrazin to rabbit erythrocyte and the sole administration 

of phenylhydrazin.
5. The granules, were produced by adding urea to stroma an well as phesylhydrazin, 

and exhibited aproximate the same staining with Heinz's Body although they were not 

essentially the same.
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6. The granules, corresponding with Heinz's Body, were noted after adding phenylhy
drazin to hemoglobin. On adding urea no more granules were produced, but the staining 

have to changed as they were well stained with trypan blue but not with methyl violett.
7. Choleglobin B showed the similar staining to Heinz's Body and changed its staining 

with urea. No changes were seen in Choleglobin.

8. In conclusion, Heinz's Bodies were stemmed from globin of hemoglobin. The theoory 
that Heinz's Bodies.were resulted from degeneation of stroma was not agreeable, and presu

mably it was responsible for observation of the substances sinilar to Heinz's Body but essn

tially different.


